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多言語・多文化化する社会（５）ジェンダーと多文化社会 
 

藤岡美恵子（法政大学非常勤講師） 
 
１． テーマ 
   ジェンダーを軸に考えるエスノセントリズム（自民族中心主義）： マジョリティの思考を相

対化する 
 

２． 複合差別： ジェンダー差別と民族（人種）差別の交差 
 Q： あなたにとって（あなたの考える）ジェンダー差別は？  
(ア) 外国人女性への DV：日本人女性との違い 

① 在留資格 
② 言葉・情報による格差 
③ 友人・家族など支援者が少ない／いない 
④ 夫（恋人）による民族（人種）差別 

(イ) 自治体の施策の問題点： 外国人女性の特別な状況への考慮欠落 
(ウ) 「外国人」とひとくくりにできない： 同一グループの中のジェンダー、階級、障碍、セクシ

ュアリティ etc.に基づく差別・階層 ⇒ 複合差別 
 例）民族差別がジェンダー差別を強化する 

(エ) 在日朝鮮人女性の相談ホットライン： 「在日のことを理解していない日本人に相談できない」 
 
３． ジェンダー差別問題をめぐるエスノセントリズム 

(ア) マイノリティの女性の存在を無視した「女性問題」「女性解放」「女性政策」：「女性差別」
「女性の問題」とは何か？ 
① 人種差別撤廃条約の政府報告書： ジェンダーの視点の欠落 
② 女性差別撤廃条約定期報告書へのＮＧＯカウンターレポート 

(イ) 先住民族女性の主張： 民族解放、植民地主義、開発による立ち退き etc.は「女性の課題」で

はない？なぜそう思うのか？ 
例）サーミ女性にとっての「仕事」、コルディリエラの女性にとっての「処罰」 

(ウ) 日本と異なる社会のジェンダー差別をどう捉えるか 
Q：一妻多夫制は女性差別？  

 
４． まとめ： マジョリティを相対化する 

 マイノリティ問題＝マジョリティ問題： 日本社会／日本人を問うこと 
 ［手がかり］ 
  ・人種主義（racism） ・植民地主義 
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